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文

裁

君

略

歴

君
は
明
治
七
年
一
月
廿
八
日
滋
賀
脈
高
島
郡
今
津
町
に
生
る
、
生
家
は
西
江
州

に
於
け
る
素
封
家
に
し
て
、
米
穀
肥
料
薪
炭
商
を
管
哉
、
商
披
「
粕
交
L

を
以
て

知
ら
る
、
父
文
次
郎
既
に
む
し
、
母
2
ず
倫
健
在
ず
、
君
は
其
長
男
に
し
て
、
四

弟
二
一
妹
あ
り
、
同
二
十
年
四
月
（
十
四
歳
）
、
笈
を
賃
ひ
在
大
津
滋
賀
牒
商
業
皐
校

に
入
飽
午
ず
る
迄
、
君
は
郷
里
今
津
に
在
り
て
小
準
教
育
（
初
等
科
、
中
等
科
）
を

受
く
、
幼
に
し
て
頴
悟
、
商
業
単
校
在
皐
中
の
如
き
、
同
級
生
は
勿
論
全
校
二
百

有
徐
名
中
成
績
最
も
優
秀
、
殊
に
珠
算
に
堪
能
に
し
て
「
達
人
」
の
名
を
博
し
た

り
き
、
嘗
時
校
規
に
依
り
、
生
徒
は
居
常
必
ず
前
垂
を
着
け
て
登
校
せ
し
と
一
五
ふ
、

在
車
三
年
に
し
て
、
同
二
十
三
年
三
月
業
を
卒
ム
、
君
小
成
に
安
ん
ぜ
ず
、
進
ん



四

で
高
等
の
教
育
を
受
け
ん
と
欲
し
、
雨
親
に
議
り
て
同
意
を
得
た
れ
ば
、
再
び
笈

を
賃
ひ
て
東
都
に
出
づ

（十
七
歳
）
、
静
岡
時
叔
氏
（西
川
か
八
三
郎
ご
稀
ず
）
君
に
識
し

て
日
く
、
っ
お
ま
ヘ
が
今
度
東
京
ヘ
行
く
の
は
、
唯
此
上
の
車
問
を
す
る
潟
で
は
な

い
、
大
商
人
に
な
る
道
を
研
究
さ
ず
矯
に
遣
る
の
で
あ
る
ぞ
」
ご
、
君
大
に
感
奮

す
る
所
あ
り
、
同
二
十
三
年
四
月
東
京
高
等
商
業
阜
校
に
入
車
L
、
夙
夜
叔
氏
の

教
訓
を
服
暦
L
、
孜
々
と
し
て
勉
皐
慨
ら
ざ
り
し
が
、
偶
々
三
単
年
の
夏
、
車
校

休
業
に
因
り
蹄
郷
ぜ
し
に
、
家
庭
の
事
情
は
再
び
君
の
上
京
を
許
さ
ど
る
こ
と
も
忌

な
り
、
決
然
退
由
宇
ず
、
賢
に
同
二
十
五
年
十
九
歳
の
秋
な
り
き
、
子
時
父
君
は
今

津
村
長
の
職
に
在
り
し
か
ば
、
君
は
留
ま
り
て
其
事
務
を
輔
佐
し
、
傍
ら
高
島
郡

役
所
に
勤
務
せ
り
、
幾
ば
く
も
な
く
し
て
之
を
辞
し
、
翌
二
十
六
年
末
（二
十
歳
）
、

貿
易
界
に
奮
闘
す
る
の
覚
悟
を
以
て
神
戸
に
来
り
山
口
氏
に
寄
る
、
一
旦
蹄
郷
、

同
二
十
七
年
三
月
徴
兵
検
査
を
了
へ
て
再
来
し
、
戸
田
氏
の
紹
介
に
依
り
初
め
て



鈴
木
商
店
に
入
り
、
先
代
岩
治
郎
氏
に
事
ム
、
爾
来
刻
苦
精
閥
、
物
口
問
受
渡
集
金

の
事
よ
り
書
類
の
作
製
コ
ツ
ピ

l
取
等
の
墳
事
に
至
る
ま
で
敢
て
や
句
も
せ
ず
、
熱

心
其
業
に
従
ひ
し
か
ば
、
夙
に
先
代
の
寵
、
過
を
得
た
り
、
蛍
時
鈴
木
商
店
は
唯
紳

戸
の
一
砂
糖
商
た
る
に
過
ぎ
ざ
り
し
が
、
金
子
氏
等
の
劃
策
宜
し
き
を
制
せ
し
と
、

君
が
臨
勉
輔
佐
の
功
ど
に
因
り
、
各
般
の
事
業
緒
に
就
く
と
共
に
、
店
運
，
次
第
に
隆

昌
を
来
し
、
日
清
日
露
両
役
後
経
済
界
の
境
動
時
に
於
て
も
、
普
く
勢
の
趨
く
所

を
察
し
、
措
置
総
て
肯
啓
一
を
得
た
り
、
同
四
十
一
年
二
月
擢
で
ら
れ
て
支
肥
人
と

矯
る
、
而
し
て
其
事
業
盆
々
順
調
に
愛
展
し
、
遂
に
克
く
店
名
を
内
外
に
知
ら
る

る
に
至
り
し
も
の
、
君
が
多
年
護
摩
の
力
輿
づ
て
大
な
る
も
の
な
く
ん
ば
あ
ら
ず
。

君
別
に
倍
竹
の
披
あ
り
、
資
性
温
厚
淡
泊
に
し
て
同
情
に
富
司
令
、
公
平
無
私
に

L
て
人
を
見
る
の
明
あ
り
、
旦
事
を
庭
し
て
裁
決
流
る
t
h

が
如
し
、
平
素
沈
黙
寡

言
、
寧
ろ
一
一
一
口
辞
に
巧
な
ら
ざ
る
も
、
其
書
翰
交
を
草
す
る
や
一
気
阿
成
千
言
立
ろ

五



に
成
る
‘
而
も
行
女
平
易
軽
妙
に
し
て
一
唱
三
歎
の
慨
め
り
、
君
叉
頗
る
友
情
に

敦
く
、
滋
賀
牒
商
業
単
校
在
車
中
よ
り
、
吉
田
熊
太
郎
氏

（帥
戸
、
中
井
商
店
支

肥
人
）
大
立
日
新
吉
氏
（大
阪
、
大
音
商
店
主
）
と
友
ご
し
善
し
、
常
に
来
往
交
懐
、

自
ら
稀
し
て
大
津
三
友
ご
云
へ
り
。

君
位
中
の
閑
を
以
て
事
一
一
日
書
骨
董
を
愛
翫
せ
し
が
、
世
の
所
謂
珍
蔵
家
と
撰
を
異

に
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
其
鑑
識
に
至
り
て
は
呉
に
大
家
の
墜
を
摩
す
る
も
の
め
り

た
り
、
叉
議
書
を
好
守
夕
、
徐
閑
常
に
内
外
の
新
列
書
を
通
覧
し
識
見
人
の
立
思
表
に

出
づ
る
も
の
め
り
き
。

比
年
花
々
店
務
を
鞍
掌
し
て
健
康
を
顧
慮
す
る
に
達
あ
ら
ざ
り
し
が
、
大
正
七

年
夏
以
来
梢
異
常
を
感
じ
扇
痩
日
に
加
は
る
、
大
正
九
年
三
月
警
師
の
診
断
に
よ

り
胃
潰
療
の
兆
候
あ
り
と
知
る
や
、
乃
ち
家
居
静
養
す
る
こ
と
数
旬
、
日
を
逐
ひ

軽
快
を
魔
ゆ
る
如
く
な
り
し
も
、
越
て
五
月
十
四
日
、
腹
膜
炎
を
併
設
し
百
方
皆



療
を
加
ヘ

L
も
癒
え
ず
‘
翌
十
五
日
午
前
十
一
時
十
五
分
終
に
一
永
眠
ぜ
り
、
享
年

四
十
七
、
哀
哉
。

金
子
氏
歎
じ
て
日
く
、
「
費、
に
惜
し
勺
」
と
を
し
た
、
西
川
君
は
誠
に
潔
白
な
男

で
あ
づ
た
、
仕
事
は
井
端
か
ら
サ
ツ
サ
ど
芹
付
け
て
行
く
、
そ
れ
は
憶
に
エ
ラ
イ

感
心
し
て
居
た
」
ど
、
－
一一口
筒
な
り
と
離
も
君
の
面
目
躍
如
た
る
を
見
る
、
民
に
痛

惜
に
禁
ヘ
ざ
る
な
り
、
君
年
二
十
五
、
即
ち
明
治
三
十
一
年
十
一
月
十
二
日
、
山

口
龍
吉
氏
の
長
女
き
ゃ
う
子
を
迎
へ
て
室
ご
す
、
爾
・
来
琴
悲
相
和
し
二
男
四
女
を

琴
ぐ
、
夫
人
は
親
和
女
墜
授
の
出
身
に
し
て
、
資
性
温
順
貞
淑
、
愛
敬
を
捧
げ
て

一
艮
人
に
事
ヘ
、
民
情
を
傾
け
て
人
に
接
ず
、
而
し
て
家
を
治
む
る
法
度
あ
り
、
同

棲
二
十
有
三
年
奉
承
敢
て
違
は
ぎ
り
き
、
鈴
木
商
店
深
く
君
の
死
を
悼
弘
、
店
葬

を
以
て
之
を
行
ふ
、
且
其
遺
族
を
過
す
る
こ
ど
厚
し
、
臆
死
し
て
亦
徐
柴
る
り
と

謂
ふ
べ
き
息
。

二七
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病

床

日

三土
防也、

（大
正
九
年
三
月
二
十
日
起
）

か
ね
℃
、
三
月
中
頃
よ

b
る
顔
色
大
議
悪
し
き
様
思
ひ
、
注
意
工
居

b
し
が
、
其
鐙
御
自
分
も
大

し

た

事

な

し

さ

申

3
れ
日
を
過
ご
す
中
、
十
七
日
朝
山
登

b
せ

ら

れ

し

ょ

b
、
大
幾
足
重
き
様
申

3
れ
、
十
九
日
夜
足
を
見
せ
て
戴
き
し
に
、
大
愛
む
く
み
あ

b
、
是
非
墜
師
に
か
、
ら
る
、
様
る
勧

め
す
。

三
月
廿
目
、
午
前
松
永
先
生
御
越
下

3
れ
、
診
察
の
結
果
、
大
縫
貧
血
し
℃
居
る
故
、
十
分
血
の
殖

え
る
食
物
を
取
る
や
う
注
・
怠
せ
ら
る
、
一
度
便
の
検
査
を
あ
願
ぴ
す
、
そ
れ
よ
L
Y

叉

々

肉

食

を

取

る

と

芝

に

な

b
ビ

ス

テ

キ

等

を

召

上

る

大

幾

あ

気

に

入

L
Y
、
喜
ん
で
召
上
る
。

.!'> 

廿

一

日

朝

使

を

持

た

せ

遣

る

、
幸
ひ
日
開
唱
故
、
朝
よ

b
k
u
店
を
休
ま
る
、
今
日

よ

b
暫
く
の
閥
、
ゐ

店
を
休
み
十
分
養
生
し
て
戴
く
乙
芝
芝
す
、
午
前
十
時
よ

b
午
後
一
時
過
ま
で
、
よ
く
あ
休
み
に

な

b
、
大
幾
気
分
よ
く
な
ら
る
。

廿
ニ
目
、
松
永
先
生
御
越
下

3
る
、
西
先
生

に
診
察
し
て
戴
く
や
う
る
願
ひ
す
、
昨
年
夏
頃

よ

b

一一



時
々
胃
の
悪
き
鋳
気
分
す
戸
、
れ
ず
、
色
々
心
配
し
〈
手
蛍
も
せ
し
、
が
、
や
は

b
思

は

し

か

ら

ず

心

配

の

鈴

b
問

先

生

の

御

診

察

を

受

け

し

に
、
（
十
二
月
中
丁
度

三
回
）病

名

は

胃

援

張

な

ら

ん

さ

申

3
れ
、
叉
少
じ
く
肺
尖
の
気
味
も
あ

b
さ
て
、
其
手
蛍

も

十

分

に
な
し
た
れ
、
ど
時
々
胃
の
痛
み
あ

L
Y
、
自
分
一
人
心
を
痛
め
居
る
今
年
二
月
末
迄
は
薬
を
用
び
ら
れ
三
月
比
入

b
て

も

別

に

幾

b

な
く
過
ご
す
中
、
七
日
の
日
曜
に
大
音
氏
及
び
芳
太
郎
氏
さ
質
屋
へ
行
か
れ
、
食
事
せ
ら
れ
し
翁

か
、
其
夜
中
大
幾
胸
い
た
み
、
色
々
手
蛍
し
て
漸
く
る
浅
ま

b
し

乙

さ

あ

b
。

廿
三
日
、
午
前
松
永
先
生
御
越
下

3
る
使
を
検
べ
た
る
結
果
、
色
の
黒
き
は
血
便
な

b
し

銭

に

し
て
、
病
気
は
胃
潰
疹
な

b
ご
申

3
る
、
九
時
頃
西
先
生
る
立
舎
に
て
診
察
を
受
け
ら
る
、
西
先
生

は

肝

臓

も

少

し

大

き

く

な

b
居
れ
ど
、
差
蛍

b
．胃
潰
蕩
の
手
静
岡
を
せ
ね
ば
な
ら
ね
さ
申
さ
れ
、
そ

れ

に

貧

血

の

超

b
も

剣

b
、
以
後
は
一
切
流
動
物
の
み
取
る
と
・ご
、
し
、
成
可
く
か
ら
だ
を
動
か

さ

ね
後
注
‘意

せ

よ

さ

申

3
る
、
俄
に
大
病
人
さ

な

ら

れ

し

認

な

b
、
太
田
主
人
見
舞
に
見
え
、
弘
に

十

分

注

怠

せ

よ

さ

貌

切

に

申

し

下

3
る
、
島
菓
子
を
戴
く
ふ
店
の
御
進
物
品
を
持
っ
て
叉
御
越

に
な

る
、
夜
分
泌
店
の
岡
氏
見
え
る
、
椋
野
氏
永
井
氏
る
店
を
代
表
し
て
、
ゐ
越
あ

b
是

非

さ

も

気

固定
〈
十
分

に
養
生
す
る
様
、
御
注
意
下

3
る
。



廿
回
目
、
朝
名
古
屋
今
井
氏
来
る
、
次
て
る
店
の
高
橋
氏
見
舞
に
来
ら
れ
、
タ
ラ
コ
ン
湯
を
戴
〈
、

土
屋
氏
、
浅
田
氏
、
楠
瀬
氏
も
御
見
舞
に
来
て
戴
き
誠
に
喜
ぶ
、
山
口
、
高
橋
来
る
、
十
二
時
頃
金
子
様

御

見

舞

下

3
る
、
大
幾
喜
ば
る
、
暫
く
し
て
松
永
先
生
診
察
に
来
ら
る
、
丁
度
柳
田
様
御
見
え
に
な

b
お
話
な

3
る
、
御
一
倍
附
，
P
後
新
民
く
か
ら
だ
を
休
め
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
お
店
よ

b
持

参

の

電

報

等

一

々
目
を
活
き
れ
、
九
時
頃
休
ま
る
、
其
慮
へ
昨
日
蹄
紳
せ
ら
れ
し
丈
之
助
氏
見
え
、
十
時
頃
に
錆
ら

る
、
夜
中
二
回
便
に
立
た
る
。

廿
五
日
、
朝
よ

b
雨
天
の
匁
気
分
す
ャ
れ
ず
、
岡
氏
御
出
下

3
る
、
十
二
時
食
後
暫
〈
休
ま
る
、
二

時
過
床
の
上
に
て
髭
を
剃
ら
る
、
大
幾
気
持
よ
し
さ
喜
ば
る
、
ゐ
さ
し
さ
ん
見
舞
に
見
え
、
ビ
ス
ケ

W
J

ト
ゲ
｝
戴
く
、
和
四
郎
氏
、
上
田
氏
系
ら
る
、
便
通
あ

b
、
黒
き
使
三
分
普
通
の
便
七
分
の
割
に
、J
L

津

山
あ
’
夕
、
森
様
御
見
舞
に
来
て
戴
く
、
午
後
七
時
谷
氏
、
日
野
氏
御
見
舞
下

3
る
、
同
氏
来
ら
れ
入
れ

出
遅
ひ
に
北
尾
氏
見
え
る
、
少
し
長
き
翁
気
分
慈
し
き
様
見
ゆ
、
午
前
二
時
小
便
に
起
ら
る

廿
六
日
、
朝
早
く
横
演
の
北
村
氏
御
越
に
な
る
、
久
し
ぶ

b
に
℃
機
嫌
よ
く
あ
話
せ
ら
る
、
十
二

時
頃
芳
太
郎
氏
東
京
の
岡
本
氏
芝
共
に
見
え
、
病
気
さ
聞
か
れ
大
縫
篤
か
る
、
一
時
過
ぎ
太
田
氏

浴

供

し

て

御

本

家

の

あ

家

様

御

見

舞

下

3
れ
、
誠
に
恐
れ
入
る
、
御
蹄

b
に

西

洋

間

迄

ゐ

見

送

b



四

に
立
た
る
、
少
し
疲
れ
あ
る
様
見
受
く
、
無
理
に
休
ん
で
戴
く
、
四
時
頃
松
永
先
生
御
越
下
さ
る
、
大

分

よ

き

様

申

3
る
、
よ
し
子
熟
あ

b
、
多
分
麻
疹
な
ら
ん
さ
申

3
る
、
芳
太
郎
氏
見
え
る
、
谷
垣
校
長

久
し
ぶ

b
に

て

御

越

下

3
る
、
病
名
を
聞
か
れ
驚
か
る
、
例
の
遜

b
し

て

戴

く
（露
子
術
）、
後
藤
氏
よ

b
本
を
戴
く
、
夜
岡
氏
見
え
る
、
午
前
一
時
小
便
あ

b
。

廿
七
日
、
今
朝
は
別

に
気
分
媛
、
，
P
な
し
、
毎
朝
六
時
半
に
は
洗
面
に
立
た
る
、
其
聞
大
急
ぎ
に
室

内
の
掃
除
を
結
局
す
、
食
後
髭
を
剃
ら
れ

お
気
分
よ
し
、
入
時
半
谷
垣
先
生
御
越
に
な
る
、
松
永
先
生

見
え
診
察
し
て
戴
く
、
今
月
中
は
流
動
物
を
取
る
や
う
申

3
る
、
重
永
氏
御
見
舞
下

3
る
、
午
後
芳

川

氏
、
平
高
氏
御
越
に
な
る
、
五
時
頃
松
永
先
生
見
え
診
察
し
て
戴
く
、
谷
扇
一校
長
叉
見
え
る
、
よ
し

子
出
川
疹
さ
き
ま
る
、
山
脇
母
堂
、
朝
田
氏
御
見
舞
下

3
る
、
便
通
な
し
。

廿
八
日
、
朝
気

分

よ

し
、
尖
、
孝
来
る
、
加
藤
氏
御
見
え
に
な

b
玉
子
を
戴
く
ギ
自
に
か
、
ら
ず
、
毒
物

氏

夫

人

御

越

下

3
れ
色
々
頂
戴
す
、
乙
の
頃
午
後
は
い
つ
も
少
し
疲
れ
て
気
分
悪
し
、
四
時
谷
垣

校
長
見
え
る
、
便
通
な
き
翁
色
々
手
賞
せ
し
が
甲
斐
な
し
、
校
長
に
李
軒
先
生
の
幅
等
御
日
に
か

け
大
鑓
心
慰
め
ら
る
、
家
様
よ

b
御
茶
を
裁
く
、
資
屋
の
る
か
み
見
舞
に
来
る
、
カ
ス
テ
イ
ラ
を
戴

（
、
便
通
Z
y
t
大

密

集

に

せ
ら
る
。



廿
九
日
、
朝
谷
垣
先
生
見
え
る
、
津
村
氏
夫
人
来
ら
る
、
正
金
の
森
氏
御
挨
援
に
見
え
る
．
髭
を
剃

6
れ
天
幾
気
分
宜
し
〈
見
交
く
、
午
後
松
永
先
生
見
え
る
、
別
に
遜

b
な
し
さ
申
き
る
、
午
後
七
時

頃

伯

母

様

鹿

島

よ

b
倍
町
一
脚
せ
ら
る
、
芳
太
郎
氏
も
来
ら
る
一
時
頃
床
に
就
か
れ
し
が
、
か
ら
だ
痛

み
て
あ
休
み
出
来
ず
、
色
々
ゐ
世
話
申
す
。

舟
目
、
別
に
気
分
に
幾

b
な
し
、
日
々
雨
降

b
に
て
惨
陶
し
く
困
る
、
谷
垣
校
長
見
え
る
、
十
時
頃

吉
田
氏
見
え
、
御
自
に
か
、

b
十
二
時
過
迄
色
々
御
話
に
な
る
、
食
後
休
ま
る
、
自
分
も
少
し
頭
痛

し
て
困
る
、
高
倍
氏
よ

b
見
舞
品
戴
く
、
午
後
松
永
先
生
に
石
験
潅
腸
を
し
て
戴
く
、
十
分
後
津
山

便

通

あ
L
Y
、
例
の
漣

b
同
氏
見
え
る
、
妹
尾
氏
御
見
舞
下

3
る
、
九
時
過
谷
垣
校
長
見
え
、
十
時
休
ま

る
、
夜
中
少
し
苦
し
ま
れ
し
様
子
耳
に
せ
し
、
が
．
自
分
も
霊
の
疲
れ
の
免
う
つ
ら
う
つ
ら
さ
し
て

確
な
ら
ず
、
二
時
過
小
便
に
立
た
る
、
其
後
少
し
か
ら
、
だ
痛
む
さ
一
五
は
れ
、
断
固
し
あ
き
す

b
申

せ

ば

気
分
よ
く
な
ら
れ
休
ま
る
、
自
分
も
十
分
気
を
つ
け
て
休
み
居
れ
ど
、
童
の
疲
れ
に
て
時

々

呼

起

き
る
、
、
乙
さ
あ

b
て
誠
に
済
ま
ね
乙
芝
、
思
ふ
、
自
分
は
日
夜

少
し
も
心
の
休
ま
る
聞
な
く
、
食

事
進
ま
ず
胸
っ
か
え
て
痛
き
様
魔
ゆ
、
せ
め
て
あ
天
気
に
て
も
好
け
れ
、
ば
さ
思
ふ
。

品
川
一
目
、
今
日
も
亦
雨
降

b
に
て
穆
陶
し
く
因
る
、
病
床
に
在
る
主
人
も
さ
こ
そ
さ
誠
に
お
気

五



一....L.-
ノ、

の
毒
に
閉
山
ム
、
そ
の
匁
に
や
気
分
す
ぐ
れ
ず
、
3
れ

ど

節

季

の

事

さ

て

手

形

四

五

枚

書

い

て

－戴
く
、

谷
回
一校
長
見
え
、
午
後
髭
を
剃
ら
る
、
お
芝
し

3
ん
見
え
る
自
に
か
、
る
、
松
永
先
生
見
え
、
昨
日
の

使
あ
目
に
か
け
る
、
大
鐙
よ
し
さ
申

3
る
、
柳
田
氏
夫
人
見
え
、
九
時
頃
谷
垣
校
長
も
見
え
る
、
夜
分

少
し
か
ら
だ
痛
み
し
芝
の
こ
さ
な
る
に
、
自
分
を
起
し
て
戴
か
ず
誠
に
す
ま
ね
心
地
す
、
今
日
演

口
氏
よ

b
珍
し
き
鉢
植
の
花
を
戴
く
、
大
媛
喜
ば
る

U

四
月
一
目
、
朝
気
分
よ
し
、
前
川
を
呼
表
具
、
を
頼
ま
る
、
西
先
生
、
松
永
先
生
御
来
診
下

3
る
、
鈴
程

経

過

よ

き

ゃ

う

申

3
る
、
少
し
づ
、
ヵ
ス
テ
イ
ラ
位
を
始
よ
芝
申
き
る
、
松
永
氏
よ

b
鉢

植

の

花

を
戴
く
、
水
浮
氏
夫
人
見
え
る
、
午
後
服
部
氏
見
え
、
少
々
長
話
せ
ら
れ
心
配
す
、
丁
度
谷
垣
先
生
見

え
喜
ぶ
、
六
時
孝
来
る
、
大
鎚
元
気
な
顔
色
な

b
y」
喜
ぶ
、
岡
氏
見
え
る
、
お
目
に
か
、
ら
ず
、
谷
氏
よ

’p
病
気
の
養
生
法
等
御
二
一
一
回
づ
け
あ

b
て
承
は
る
、
播
新
主
人
電
話
に
て
見
舞
は
る
、
夜
中
二
回
小

便
に
起
ら
る
。

ニ
目
、
自
分
は
今
朝
早
く
よ

b
目

3
め
困
る
、
叉
々
雨
天
、
肉
汁
の
時
、
ブ
ツ
ヂ
ン
グ
を
作

b
差
上

る
、
お
気
に
召
す
、
髭
を
剃
ら
る
、
座
薬
を
入
れ
て
便
活
を
促
す
、
固
き
翁
痔
き
れ
あ
痛
み
あ

b
、
湯
に

て
K
M

洗
以
申
す
、
ふ
ん
疑
心
地
よ
し
さ
申

3
る
以
7

日
重
か
ら
少
し
ゐ
も
湯
の
中
に
米
祉
の
ま
じ

b



し
位
の
も
の
を
差
上
る
、
午
後
服
部
氏
よ

b
踊
を
戴
〈
、
松
永
氏
見
え
る
、
松
永
先
生
御
越
に
な
忍

使
を
見
て
戴
〈
、
よ
き
使
、
な

b
芯
申

3
る
、
去
る
瓜
川
日
よ

b
須

原

熱

あ

b
、
日
夜
氷
に
て
冷
す
、
夜
中

千
代
が
世
話
せ
し
お
千
代
叉
休
む
、
武
こ
も
今
夕
よ

b
熟

あ

b
、
千
代
に
十
分
注
意
せ
し
、
が
、
次
へ

次

へ

さ

う

つ

b
し

は

残

念

な

b
、
自
分
も
平
生
飴

b
強
き
方
、
な
ら
ね
ば
、
十
分
気
を
つ
け
服
薬
を

な
す
、
武
二
熱
上
る
、
芳
太
郎
氏
見
え
る
。

三
目
、
朝
少
し
粥
を
召
上
る
、
潅
腸
し
て
大
便
通
ず
、
大
幾
に
浮
山
あ

b
、
今
朝
よ

b
叉

あ

き

子

熟

あ

b
、
熱
一
向
き
匁
孝
を
煩
み
て

伯

母

様

さ

二

人

に

看

護

を

頼

U
午

後

よ

b
天

気

よ

く

な

b
気

も

清
々
す
、
播
新
の
主
人
見
舞
に
来
ら
る
、
谷
厄
一
先
生
見
え
し
が
御
目
に
か
、
ら
ず
、
勇
蔵
氏
及
び
本

庄
氏
へ
詳
し
く
病
状
を
報
知
す
、
主
人
の
病
気
は
日
々
経
過
よ
く
行
き
居
れ
、
ど
日
を
離
せ
ず
、
其

上

子

供

等

皆

々

病

床

に

在

b
て
自
分
一
人
頭
を
痛
む
る
の
み
、
今
朝
毛
利
氏
見
え
、
ゐ
み
き

3
ん

を
手
俸
に
寄
越
下
さ
る
、
主
人
も
大
幾
そ
の
親
切
を
喜
ば
る
、
午
後
少
し
休
ま
る
、
本
庄
氏
見
免
御

待
ち
を
頼
め
る
彪
へ
、
金
子
様
、
荒
木
氏
さ
見
え
、
御
自
に
か
、
る
、
長
久
氏
見
え
る
、
あ
き
子
の
熟
四

十
度
に
上
る
、
皆
々
心
配
す
、
武
二
も
追
々
然
一
向
く
な
る
、
孝
に
夜
の
世
話
。
ピ
頼
む
、
大
津
よ

b
芳

太

郎
氏
に
電
話
か
、
る
、
次
男
の
病
気
む
つ
か
し
き
様
子
に
て
念
、
き
信
仰
津
な

3
る
。

．七



入

回
目
、
今
朝
雨
降

b
に
て
気
分
悪
し
、
丈
之
助
氏
を
呼
び
長
話
せ
ら
れ
後
少
し
胸
痛
む
、
子
供
の

熟
其
後
不
規
則
に
て
安
心
出
来
ず
、
心
を
痛
む
、
あ
き
子
は
少
し
下

b
気
味
な
る
も
、
武
二
は
九
度

以
上
に
上
る
、
須
原
も
少
し
は
一
良
き
様
見
受
く
、
ゆ
る
ゆ
る
世
話
し
て
や
る
乙
芝
出
来
ず
只
案
じ
る

の
み
、
午
後
松
永
先
生
見
え
、
北
海
道
の
傍
士
氏
、
竹
村
氏
見
舞
に
見
え
る
、
浮
村
氏
御
越
下
さ
れ
、
私

よ

b
容

鐙

聞

か

れ

て

あ

蹄

b
に
な
る
、
後
永
井
氏
及
谷
垣
校
長
来
て
下

3
る
、
す
み
子
叉
熟
あ

b
。

五
日
、
朝
気
分
宜
し
き
様
見
え
る
、
天
気
叉
悪
し
く
困
る
、
大
津
の
子
供
死
去
せ
ら
る
、
誠
に
お
気

の
毒
に
思
ふ
、
不
取
敢
弔
電
を
怠
る
、
子
供
等
少
し
熟
下
る
、
武
二
中
々
な
づ
か

b
皆
々
困
る
、
丈
之

助
氏
大
津
へ
御
越
に
な
る
、
今
日
叉
髭
そ

b
を
な

3
る
、
ブ
ツ
ヂ
ン
グ
を
召
上
る
、
須
原
未
だ
起
ら

れ
ず
、
千
代
も
未
だ
熟
あ

b
、
手
は
入
る
に
人
は
足
ら
ず
、
自
分
一
人
気
を
あ
せ
る
の
み
に
て
何
芝

も
致
し
方
な
し
、
泌
さ
し
さ
ん
御
越
に
な
る
、
あ
き
子
、
武
二
叉
熱
上
る
、
誠
に
心
配
す
、
岡
氏
晩
に
見

え
る
、
今
日
は
湯
に
て
る
か
ら
だ
を
拭
く
、
大
幾
気
持
よ
し
さ
申

3
る
、
昨
晩
便
通
あ

b
今

日

先

生

に
御
自
に
か
け
る
、
一
艮
き
使
さ
申
き
る
。

六
日
、
今
回
は
久
々
に
て
好
き
ゐ
天
気
、
主
人
は
別
に
縫

b
な
し
、
武
二
は
麻
疹
の
様
子
、
少
し
〈



ホ

o
セ
出
づ
、
怒
永
先
生
に
朝
か
ら
診
察
を
し
て
戴
〈
、
あ
き
子
熟
下
ら
ず
、
気
管
支
加
答
兄
ゆ
ゑ

滋

布

せ

よ

芝

申

3
る
、
重
ね
重
ね
重
病
人
出
来
自
分
は
疲
弊
ミ
心
配
に
て
頭
重
苦
し
、
・
克
之
助
氏

ミ

種

々

ゐ

話

あ

b
、
時
間
長
き
魚
心
配
す
、
午
後
ブ
ツ
ヂ
ン
グ
を
召
上
る
、
い
つ
も
あ
気
に
召
す
、
絵

永
先
生
見
え
血
色
一
良
く
な

b
し

さ

申

3
る
、
子
供
の
室
に
酸
素
子
｝
入
れ
る
や
う
申
さ
る
、
お
店
へ

ゐ

願

ひ

し

て

藤

田

氏

に

来

て

取

附

け

て

戴

く

、

大

幾

心

地

よ

き

様

申

3
る
、
ゐ
店
よ

b
b
花

を

戴

く
、
午
後
宮
崎
よ

b
看
護
婦
来
る
、
兎
も
角
子
供
の
方
を
頼

U
、
今
日
あ
た

b
須

原

も

飴

程

よ

く

な

L
Y
喜
ぶ
、
晩
に
同
氏
見
え
、
色
々
ゐ
話
せ
ら
る
。

七
日
、
今
日
は
好
き
天
気
に
て
晴
や
か
な
れ
ば
、
あ
気
分
も
大
幾
宜
し
、
九
時
西
先
生
御
越
下

3

る
、
診
察
の
結
果
大
分
宜
し
き
様
申
さ
れ
軽
き
魚
肉
位
少
し
づ
、
副
へ
る
様
ゐ
詳
し
出
る
、
あ
き

子
も
須
原
も
徐
程
よ
く
な
る
、
夜
分
す
み
子
熟
あ

b
、
気
分
悪
し
く
休
ま
ず
、
叉
々
仲
間
入

b
す

る

ら
し
く
資
に
困
る
、
併
し
主
人
の
方
迫
々
快
方
に
向
ム
乙
芝
、
て
力
を
得
て
看
護
す
、
午
後
便
通

あ

b
、
松
永
先
生
見
え
、
便
る
自
に
か
け
る
、
一
良
き
様
申
き
る
、
あ
き
子
は
熟
下
る
、
武
二
、
す
み
子
は
熱

あ

b
、
主
人
は
矢
張
横
に
休
ま
る
、
さ
か
ら
．
た
痛
む
ご
申

3
れ
る
気
む
つ
か
し
き
様
見
え
、
自
分

も

一

人

心

を

痛

h
u

る

の

み

に

て

何

ご

も

致

し

様

な

く

只

一

心

に

其

全

快

の

一

日

も

速

か

な

ら

九



二
O

ん
と
芝
を
一
航
る
、
岡
氏
見
え
御
目
に
か
、

b
、
色
々
あ
話
あ

b
、
す
み
子
機
嫌
あ
し
く
困
る
。

八
日
、
朝
天
気
よ
く
晴
々
す
、
髭
を
そ
ら
る
、
お

章
一
初
め
て
魚
肉
一
切
召
よ
る
、
大
幾
ゐ
い
し
く
喜

ば
る
、
午
後
製
鋼
所
の
依
岡
氏
、
中
村
監
師
同
道
に
て
見
え
、
主
人
を
診
察
し
て
戴
く
、
別
に
恋
し
き

方
に
は
な
け
れ
ど
、
中
々
養
生
法

U
っ
か
し
く
、
色
々
さ
大
層
に
あ
話
に
な

b
て
あ
信
仰

b
な

3
る

主

人

も

一

時

大

幾

元

気

の

様

見

え

居

b
し
が
、
鈴

b
大
層
に
お
話
を
聞
か
き
れ
、
少
し
気
を
悪
く

せ
ら
れ
、
あ
気
分
重
き
様
見
ゆ
、
す
み
子
機
嫌
悪
し
く
、
其
上
後
へ
後
へ
さ
来
客
あ

b
、
自
分
も
重
る

心
配
さ
疲
れ
さ
に
て
心
身
共
に
消
え
入
る
、
が
如
し
、
谷
垣
先
生
、
後
藤
氏
、
岡
氏
見
え
る
。

九
日
、
今
日
も
天
気
よ
く
、
朝
は
大
幾
ゐ
気
分
宜
し
く
見
え
る
、
文
之
助
氏
来
ら
る
、
よ
し
子
は
今

日
よ

b
床
上
す
、
す
み
子
は
熟
高
く
気
分
思
し
く
、
寅
に
可
愛

3
う
に
て
、
出
来
得
る
・
な
れ
ば
、
夜
童

自

ら

世

話

し

て

や

b
皮
は
親
心
の
山
々
な
れ
ど
、
す
み
子
を
見
て
居

b
て

主

人

の

方

に

手

落

あ

b
て

は

一

大

事

ゆ

ゑ

、

心

を

鬼

に

し

て

成

る

べ

く

す

み

子

に

顔

見

ら

れ

ね

ゃ

う

お

ふ

く

に

頼

み

お
く
、
此
の

心
の
中
何
に
た
さ
へ
や
う
も
な
し
、
浴

室

主

人
に
餓
一
切
差
上
る
、
大
幾
喜
ん
で
召
上

る
、
四
時
頃
森
d
保
・御
越
下
き
る
、
色
々
御
用
談
あ

b
、
五
時
頃
ゐ
蹄

b
に
な
る
、
今
津
よ

b
御
母
様
、
勇

競
様
同
道

けい

て
突
然
御
越
は
な
4
y
驚
〈
、
多
分
御
心
配
の
飴
3
9
さ
思
ム
、
色
々
あ
話
あ
台
。



＋
目
、
朝
早
〈
便
通
あ

b
、
誠
に
よ
き
使
な

h
J
、
食
事
は
此
の
節
漸
〈
粥

－一
、
玉
子
二
、
餓
〕
切
位

三
，

度

々

々

に

召
i

堵

る
、
其
間
肉
汁
二
回
牛
肉
三
合
を
取
ら
る
、
午
後
御
母
様
、
勇
蔵
様
御
蹄
津
に
な
る

無
人
の
折
拐
さ
て
一
向
御
か
ま
ひ
出
来
ず
、
誠
に
済
ま
ね
さ
思
ふ
、
松
永
先
生
見
え
る
、
髭
を
そ
ら

る
、
自
分
は
昨
日
よ

b
胸
っ
か
え
痛
み
を
魔
え
、
一
食
も
取

b
得
ず
、
主
人
休
ま
れ
て
間
も
な
く
柳

田
様
御
越
に
な
る
、
今
日
あ
た

b
は

飴

程

顔

色

よ

き

様

人

目

に

も

思

は

れ

て

嬉

し

、

す

み

子

は

今

目

、が
山
ら
し
く
思
ム
、
主
人
叉
便
通
あ

b
、
多
分
薬
の
翁
さ
思
ふ
。

十
一
目
、
昨
夜
主
人
も
す
み
子
も
始
め
て
よ
く
休
ま
れ
、
鈴
程
気
分
宜
し
き
様
思
ふ
、
朝
丈
之
助

氏
見
え
る
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
召
上
る
、
お
気
に
入

b
た
る
様
子
、
松
永
先
生
の
御
詐
し
に
て
須
原
床

上
す
、
あ
き
子
も
起
て
も
よ
き
様
申

3
る
、
看
護
婦
踊
る
、
今
津
の
母
上
よ

b
花
を
戴
く
、
谷
踊
一
先
生

見
え
、
後
芳
太
郎
氏
も
見
え
る
、
盆
二
郎
氏
の
病
状
を
聞
き
誠
に
忘
気
の
毒
に
思
ふ
、
子
を
持
つ
親

の
心
同
情
に
堪
へ
ず
、
話
長
び
き
十
二
時
前
休
ま
る
、
お
気
分
に
き
は
ら
ね
ば
よ
い
、
が
さ
心
配
す

午

後

便

通

あ

b
。

十
二
日
、
今
日
は
天
気
如
何
さ
思
ぴ
居

b
し

に
、
中
々
好
く
気
も
晴
々
す
、
あ
気
分
別
に
幾

b
な

し
、
朝
便
遁
あ

ι夕
、
よ
し
子
始
め
て
皐
校
に
行
く
、
あ
美
代
に
同
道
を
頼
む
、
節

b
て
大
幾
喜
ぶ
、
重
永



一一ー一一

氏
御
越
下
コ
る
、
す
み
子
相
幾
ら
ず
機
嫌
悪
し
く
困
る
、
松
、
水
先
生
見
え
る
、
後
よ
L
Y

便

を

持

た

せ

選
る
、
同
氏
夫
人
見
え
滋
養
薬
裁
く
、
夕
食
も
無
事
に
狩
み
喜
、
ぶ
、
丈

之

助

氏

大

阪

よ

b
カ

ル

カ

ン

二
箱
を
買
う
て
来
て
下
コ
る
、
一
箱
は
丈
之
助
氏
方
へ
持
た
せ
て
遣
る
、
岡
氏
見
え
る
。

（此
頃
カ
ス
テ
イ
ラ
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
カ
ル
カ
ン
位
を
日
に
二
回
差
上
る
乙
芝
、
な
し
居
る
）

殴
闘
師
よ

h
J
流
動
物
の
み
取
る
や
う
吉
一
同
一
ひ
波

3
れ
し
ょ

b
、
早
く
も
三
週
間
た
ち
ね
、
平
素
至
つ
℃

あ
丈
夫
の
主
人
ゆ
ゑ
、
聴
か
し
此
の
長
日
月
の
問
、
身
心
共
に
云

ぴ
知

れ

ね

芯

苦

み

を

戚

、じ

給

ム

ら
ん
さ
、
あ
気
の
毒
に
思
ぴ
、
十
分
ゐ
察
し
申
す
、
自
分
は
平
生
徐

b
強
か
ら
ね
身
剛
腹
な
れ
ば
、
病
気

に

は
人
一
倍
御
同
情
申
す
、
併
し
昨
今
飴
ぷ
血
色
も
一
良
〈
な
ら
れ
、
食
事
も
心
よ
く
召
上

b
給
へ

ば
、自

分

の

疲

れ

位

は

何

さ

も

思

は

ず

、

日

々

看

護

し

て

よ

き

ゐ

顔

色

見

る

を

笑

み

に

暮

す

。

十

三

日

朝

よ

b
昼
少
し
曇
れ
ど
、
お
気
分
に
は
別
に
幾

b
な
し
、
西

先

生

松

永

先

生

御

出

下

3

る
、
別
段
鑓

b
な
き
故
、
食
事
は
少
し
づ

x
殖
す
様
申
・

3
る
、
古
河
夫
人
御
越
下

3
る
、
便
通
あ
の
、
大

洋

の

女

の

子

叉

々

病

気

の

由

電

話

か

、

る

、

芳

太

郎

氏

す

じ

蹄

津

せ

ら

る
、
今
日
は
召
上

b
も
の

務

々

殖

え

し

篤

か

少

し

胸

痛

ま

る

自

分

は

一

人

心

配

す

。

十
四
日
、
丸
雨
降

b
に

て

穆

陶
1
レ
〈
困
る
、
別
段
ゐ
気
分
に
は
幾

b
な
し
、
同
氏
・
来
ら
る
、
丈
之
助



氏
見
え
る
、
中
井
氏
夫
人
よ

b
美
v
し
き
る
花
を
戴
〈
、
午
後
ゐ
店
の
森
様
御
出
に
成
る
、
御
用
談
あ

夕
、
松
永
先
生
見
え
る
、
食
後
髭
を
そ
ら
る
、
後
に
あ
か
ら
だ
を
拭
ふ
、
橋
新
主
人
来
て
下
さ
れ
、
大
媛

血
色
一
良
く
な
ら
れ
た

b
さ
喜
ば
る
。

十
五
日
、
今
日
は
好
き
ゐ
天
気
に
℃
晴
々
す
、
朝
の
食
事
は
気
持
よ
く
せ
ら
れ
し
が
、
九
時
頃
よ

L
Y

胸
の
痛
み
あ

b
ゐ
案
、
じ
申
す
、
十
一
時
頃
迄
休
ま
れ
し
が
、
あ
目
ま
め
後
お
気
分
よ
し
、
午
後
嫁

に
て
御
用
を
な

3
る
、
播
新
の
番
頭

3
ん
向
井
氏
来
ら
る
、
あ
菓
子
を
戴
く
、
夜
毛
利
氏
方
へ
伯
母

様
御
躍
に
行
っ
て
戴
く
、
岡
氏
見
え
る
、
今
日
誌
は
ど
乙
も
痛
ま
ず
さ
申

3
れ
、
安
心
し
て
休
ま
せ
て

戴
く
、
四
時
頃
便
所
に
立
た
る
。

十
六
日
、
今
日
も
晴
て
気
持
よ
し
、
ゐ
気
分
よ
さ
様
見
受
く
、
昨
夜
ゐ
そ
〈
山
村
よ

b
生
き
た
小

魚
津
山
貰
ぴ
、
今
朝
の
食
事
に
召
上
る
、
大
幾
昧
よ
く
大
喜
び
に
て
召
上
る
、
午
前
中
茶
の
聞
の
方

に
床
を
取
λ

ツ
断
固
く
休
ま
る
、
趣
向
沈

b
大
幾
心
地
よ

3

3
う
に
思
ふ
、
松
永
先
生
見
え
、
鈴
程
よ
く
な

ら
れ
し
さ
申
さ
る
、
も
う
庭
先
位
へ
は
出
て
も
よ
し
さ
申
き
る
、
芳
太
郎
氏
見
え
、
子
供
の
病
気
悪

し
き
様
申
き
る
、
ゐ
気
の
毒
に
思
ふ
、
清
さ
ん
に
書
留
郵
便
を
持
た
せ
て
や

b
し
に
、
ポ
ス
ト
へ
ほ

b
込
－か
し
さ
か
、
其
た
め
お
店
の
岡
氏
に
お
顕
し
て
、
本
局
に
て
調
べ
て
裁
く
、
病
床
の
主
人
に
、
か



二
四

、
、
る
出
来
事
の

mm
色
々
気
を
も
ま
し
、
誠
に
済
ま
ず
閉
山
ふ
、
六
時
半
頃
岡
氏
よ

b
電

話

に

て

手

紙

あ
L
Y

し
由
知
ら
せ
て
戴
き
、
持
口
々
安
心
す
、
一
時
は
一
方
な
ら
ず
心
配
す
、
以
後
は
斯
か
る
事
に
は

十

分

注

意

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

さ

思

ム

。

．
十
七
日
、
朝
ゐ
目
、
ぎ
め
に
な
り
、
昨
夜
少
し
胸
痛
み
し
芝
申
き
る
必
跡

b
昨

日

気

分

よ

き

に

任

せ

御
用
過
ぎ
し
翁
芝
田
中
ふ
、
十
時
頃
よ

b
庭
傍
ぴ
に
て
茶
の
間
へ
行
か
る
、
十
二
時
乙
ち
ら
へ
信
仰
ら

る
、
あ
ゆ
か
様
よ

b
お
手
紙
い
た
い
、
く
、
自
分
に
釣
し
御
親
切
の
あ
一
一
一一日
葉
戴
き
喜
ぶ
、
午
後
松
永
先

生
見
え
る
、
北
尾
氏
御
越
下
き
る
、
話
大
分
長
び
き
心
配
す
、
夕
の
召
上

b
物

少

し

多

か

b
し

翁

か

夜
分
胸
痛
ま
る
、
暫
く
る

3
す

b
申
せ
し
が
、
あ
気
分
直

b
て
休
ま
る
、
出
来
得
る
限

b
御

介

抱

申

3
ん
も
の
さ
、
寸
時
も
油
断
す
る
こ
さ
な
け
れ
ど
も
、
何
分
子
供
あ
る
こ
芝
、
て
思
ふ
に
任
せ
ず

誠

に

残

念

に

思

ム

。

十
八
日
、
朝
早
く
雨
降

b
居
た

b
し
が
、
九
時
頃
よ

b
好
き
天
気
に
な
る
、
今
日
は
丁
度
御
本
家

の
運
動
舎
ゆ
ゑ
、
子
供
等
に
行
け
さ
申
さ
れ
し
が
、
子
供
等
も
病
中
の
主
人
の
事
思
ぴ
気
進
ま
ず

さ
て
行
か
ず
、
一
入
不
感
に
岡
山
ふ
、
昨
日
よ

b
便
通
無
き
篤
か
、
食
物
っ
か
え
し
匁
か
、
今
朝
食
後
大

幾
胸
っ
か
え
痛

U
、
十
時
項
便
所
へ
行
か
れ
し
が
、
む
か
つ
き
て
上
ど
つ
か
は
る
、
自
分
は
－
畑
何
せ



ん
さ
一
人
心
配
す
、
十
一
時
頃
よ

b
休
ま
る
、
三
時
品
目
ゴ
め
、
幾
分
ゐ
気
分
直

b
し
ゃ
う
見
ゆ
、
自

分

は

心

配

の

飴

b
食
事
喉
を
越
ヨ
ず
、
松
永
先
生
の
御
来
診
を
乞
以
し
が
、
今
日
は
大
掃
除
さ
か

に
て
薬
だ
け
戴
く
、
柳
田
様
、
門
司
の
西
同
様
、
御
越
下
さ
る
、
あ
目
に
か
、
る
、
大
阪
の
本
庄
氏
見
え

る
、
あ
話
中
絵
永
先
生
見
え
、
診
察
し
て
戴
〈
、
や
は

b
食

物

多

き

翁

な

ら

ん

芝

申

3
る
刀
入
浴
魚
を

一

寸

見

合

せ

よ

さ

申

3
る
、
夜
分
叉
胸
脊
中
少
し
痛
ま
る
。

十
九
日
、
朝
は
よ
き
る
天
気
に
〈
喜
ぶ
、
未
だ
少
し
お
疲
れ
あ
る
や
う
見
ゆ
、
朝
の
食
事
進
ま
ず

玉
子
だ
け
召
上
る
、
九
時
西
先
生
御
越
下
さ
る
、
御
診
察
の
結
果
や
は

b
食

物

っ

か

え

し

ゃ

う

申

さ
る
、
宮
本
氏
御
越
下

3
る
、
芳
太
郎
氏
見
え
る
、
ゐ
重
の
食
事
に
極
少
し
魚
を
添
へ
、
粥
少
し
玉
子

二
個
を
召
上
る
、
髭
を
そ
ら
れ
、
か
ら
だ
を
拭
ひ
て
、
お
気
分
少
し
直
る
、
午
後
丈
之
助
氏
見
え
、
本
庄

氏
母
堂
死
去
の
由
承
る
、
夕
食
は
昧
よ
く
召
上

b
、
々
、
安
心
す
、
便
通
な
き
翁
大
獲
気
に
せ
ら
る

西
先
生
の
仰
に
て
、
脊
中
胸
の
痛
h
u

所

へ

薬

を

塗

る
。

廿
目
、
昨
夜
は
飴

b
胸

も

痛

ま

ま

b
し

様

申

3
る
、
昨
夜
本
圧
氏
よ

b
浮
山
岳
魚
を
戴
く
、
今
朝

便

通

あ

b
、
午
後
暫
く
茶
室
に
て
休
ま
る
、
松
永
先
生
の
診
察
を
受
け
ら
る
、
昨
夜
間
氏
を
通
じ
て

金

子

様

よ

b
、
大
阪
に
一
艮
き
陸
自
師
あ
れ
ば
是
非
診
察
し
て
貰
ふ
様
勧
め
ら
れ
し
が
、
主
人
は
見
て

五



ニムハ

貰
ム
必
要
な
し
さ
て
、
折
角
島
勧
め
下

3
れ

し

が

あ

断

b
す
、
本

家

の

御

主

人

御

越

下

3
れ
、
誠
に

恐
れ
入
る
、
夕
食
後
に
孝
香
魚
を
少
し
呉
れ
る
、
す
ぐ
糞
つ
け
て
差
上
る
、
大
縫
珍
し
く
あ
い
し
い

さ
申
コ
る
。

廿

目
、
作

夜
も
あ
薬
の
お
蔭
か
脊
中
痛
ま
ず
、
叉
咋
夜

の
香
魚
召
上
る
、
九
一
を
仔
び
散
髪
、
を

な

3
る
、
大
幾
気
も
ち
よ
し
さ
・
申

3
る
．
今
日
は
あ
気
分
も
飴
程
よ
き
様
見
受
／
＼
浴
室
の
食
事
も

忘
い

し

く

召

上

る

、丈

之

助

氏

よ

b
叉
カ
ル
カ
ン
を
戴
く
、
す
み
子
喜
ん
で
戴
く
、
岡
氏
ゐ
越
下

3

4
Q
。廿

二
日
、
今
日
も
よ
き
お
天
気
志
気
分

に

は

幾

b
な
し
、
昨
夜
岡
氏
に
乙
さ
づ
け
、
柳
田
様
よ

b

ス
ッ
ポ
ン
エ
キ
ス
を
戴
く
、
あ
湯
に
て
か
ら
だ
を
拭
ふ
、
食
事
の
方
は
少
し
も
幾

b
し

も

の

差

上

げ
ら
れ
ず
、
誠
に
お
気
の
毒
に
思
ム
、
日
に
粥
三
碗
、
牛
乳

三
合
、
肉
汁
二
回
、
病
床
に
入
ら
れ
し
ょ

b

早

ヶ
月
、
其
閣
の
ゐ
苦
み
一
入
の
事
さ
同
情
に
堪
へ
ず
、
何
か
好
き
る
な
ぐ
ヨ
み
も
さ
閉
山
へ
ど

も
、
別
段
よ
き
思
・
案
も
出
ず
、
た
立
花
を
入
れ
替
へ
、
ゐ
気
を
ま
ぎ
ら
は
す
位
の
事
の
み
な

b
、
山
本

氏

よ

b
関

零

の

幅

御

見

せ

下

3
る
、
兎
も
角
島
借
し
て
あ
く
、
今
日
は
大
縫
気
分
よ
き
筋
ゐ
店
の

通
信
を
す
る
さ
て
－
心
に
お
作
A
Y

に
な
る
、
書
〈
こ
さ
は
明
日
に
な

3
る
様
申
せ
し
が
や
は

b



平
素
の
ゐ
気
質
さ

L
て
、
な
か
な
か
あ
聞
入
れ
な
〈
書
き
つ
〈

3
る
、
自
分
も
側
に
て
通
信
記
事

を
議
み
て
、
誠
に
お
気
の
毒
に
思
ム
、
あ
店
を
休
ま
る
さ
も
、
あ
店
の
事
の
み
気
に
か
、

b
、
寸
時
も

お
心
の
休
ま
る
間
－
な
〈
、
思
は
ず
一
淡
を
流
す
、
芳
太
郎
氏
あ
越
に
な
る
、
大
阪
よ

b
岡
田
氏
来
る
、
本

庄
氏
、
る
ゆ
か
様
あ
越
な
き
る
、
九
時
頃
蹄
ら
る
、
須
原
一
脚
戸
騨
よ
，
P
関
雲
の
幅
受
取

b
て
踊
る
、
一

度
掛
け
て
見
よ
さ
申

3
る
、
あ
休
み
後
叉
大
鍵
胸
痛
む
、
暫
し
あ

3
す

b
申
す
、
多
分
室
且
の
疲
れ
さ

思
ふ
、
夜
遜
し
ゐ
案
、
じ
申
す

U

廿
三
目
、
朝
早
く
あ
目
ぎ
め
に
な
h
J、
昨
夜
は
気
の
毒
な

b
し
さ
申
き
る
、
自
分
は
夜
通
し
不
眠

不
休
に
ゐ
世
話
申
す
と
も
、
少
し
も
つ
ら
く
思
は
ず
、
只
一
日
も
早
く
御
全
快
あ
ら
ん
乙
さ
の
み

を
笑
み
に
看
護
致
し
居
る
に
、
か
く
も
優
し
き
ゐ
言
葉
戴
き
、
自
分
の
疲
れ
も
一
時
に
消
失
せ
た

る
心
地
し
て
嬉
し
、
や
は

b
ゐ
気
分
よ
さ
に
任
せ
て
な
さ
る
霊
の
御
無
理
が
、
る
か
ら
が
ん
に
さ
は

る
乙
さ
、
岡
山
ム
、
お
休
み
に
な

b
て
以
来
、
色
々
の
事
に
て
御
心
持
多
〈
重
L
Y
、
誠
に
あ
気
の
毒
に

田
山
ム
、
せ
め
て
お
気
の
み
な

b
さ
休
ま
れ
ば
、
少
し
は
早
く
快
方
に
向
は
る
、
な
ら
ん
に
さ
、
そ
れ

の
み
一
人
心
を
痛
む
、
夕
食
に
大
根
一
切
実
つ
け
て
差
上
ャ
、
大
幾
あ
い
し
く
召
上
る
、
岡
氏
見
え

る
、
今
日
は
便
通
二
回

u

二
七



二
入

廿
四
目
、
折
角
大
切
に
残
し
置
き
し
大
根
、
今
朝
こ
げ
つ
か
せ
し
た
め
差
上
る
こ
さ
出
来
ず
、
誠

に
残
念
な

b
、
電
報
御
覧
に
な
る
、
髭
を
そ
ら
る
、
今
日
始
め
て
小
鯛
手
に
入

b
煮

つ

け

て

差

上

る

大
根
叉
よ
く
煮
て
差
上
る
、
何
れ
も
あ
気
に
召
す
、
午
後
服
部
氏
見
え
し
、
が
る
目
に
か
、
ら
ず
、
谷

垣
先
生
見
え
機
嫌
よ
く
お
話
に
な
る
、
松
永
先
生
見
え
る
。

廿
五
日
、
今
日
は
好
き
る
天
気
に
て
気
持
よ
し
、
朝
の
あ
食
事
も
機
嫌
よ
く
召
上
る
、
昨
夜
は
ど

と
も
あ
痛
み
な
く
、
一
艮
き
ゐ
顔
色
見
て
自
分
も
嬉
し
、
電
報
に
目
。
ど
過
さ
る
、
御
本
家
の
あ
家
様
よ

b
鉢
植
の
花
を
戴
く
、
別
に
叉
牡
丹
を
戴
く
、
瓶
に
入
れ
ゐ
自
に
か
け
る
、
午
前
中
庭
さ
き
へ
出
ら

る
午
後
は
議
書
に
鵡
討
さ
る
、
よ
き
る
話
相
手
も
が
な
さ
思
ふ
、
芳
太
郎
氏
宗
像
氏
見
え
る
。

廿
六
日
、
朝
天
気
悪
し
く
雨
少
々
降
る
、
岡
氏
け
い
用
事
志
願
み
す
、
西
先
生
の
御
越
を
願
ム
、
・
松
永

先
生
あ
そ
〈
見
え
る
、
診
察
の
結
果
少
し
づ
、
食
物
を
ふ
や
し
て
見
よ
さ
申
き
る
、
あ
湯
に
入

b

て
も
差
支
な
し
さ
申
き
る
、
髭
を
そ
ら
る
、
今
日
ゐ
童
に
粥
を
一
碗
さ
三
分
ノ
一
に
し
て
み
る
、
食

後

山

脇

氏

よ

b
手
紙
来
る
、
そ
れ
に
つ
き
あ
店
の
津
村
氏
へ
手
紙
書
か
れ
、
島
店
へ
持
蹄

b
〈
戴

く
、
谷
本
氏
》
花
を
持
ち
て
見
え
る
目
に
か
、
る
、
板
原
氏
よ

b
ゐ

知

ら

せ

下

3
れ
し
、
大
阪
の
青

山
山

T
』
手
A

J
戸
時
首
師
仰
市
然
〈

τ
r

d
d
nH

1
レ
μ川
、
波
仰
ム
一判

・j
l
t
b
郎
剛

1
9
み

1
、
山
同

扮
伽
広
川
内
日
ぬ
占
ん
る

口
同

vh
’恥

L
4
0
、’午
l

枕慨
は
民



活
あ

b
、
気
分
よ
し
さ
申

3
る
。

夕

食

後

病

床

に

入

ら

れ

て

よ

b
、
初
め
て
お
湯
に
は
い
ら
る
、
お
流
し
申
す
、
大
幾
気
持
よ
し
さ

申

3
る
、
何
分
久
し
、
ぶ

b
の
事
さ
て
、
自
分
は
ゐ
疲
れ
な
き
か
さ
一
人
為
案
、
じ
申
す
、
岡
氏
見
え
る

廿
七
日
、
天
気
よ
く
晴
々
す
、
お
気
分
も
よ
さ

3
う

に

見

受

く

お

湯

の

き

は

b
も

な

き

ゃ

う

に

て
安
心
す
，
朝
電
報
の
潟
は
目
を
遜
き
る
、
柏
氏
見
え
る
自
に
か
、
る
、
西
先
生
の
お
内
へ
躍
を
持

た
せ
遣
る
、
御
註
丈
の
書
帖
来
る
、
目
を
逼
さ
る
、
四
時
頃
よ

b
本
箱
－

v
ニ
ツ

買

ぴ

求

め

来

よ

さ

て

孝
を
頼
み
三
ノ
宮
迄
行
く
、
久
々
に
て
道
を
歩
き
大
幾
疲
る
、
留
守
中
は
古
内
事
ふ
み
子
に
頼
み
る

く
、
夕
方
丈
五
郎
氏
見
え
、
少
し
あ
気

に

3
は

b
し
事
あ
’
り
て
誠
に
心
配
す
、
お
胸
痛
む
、
暫
く
る

3

す
L
Y

申
す
、
夜
中
便
所
に
立
た
る
。

廿
八
日
、
今
日
も
よ
き
天
気
に
て
お
気
分
も
よ
し
、
髭
を
そ
ら
る
、
例
の
電
報
に
あ
目
を
通
き
る

十

時

頃

よ

b
叉
胸
痛
ま
れ
十
二
時
頃
あ
き
ま
る
、
牛
乳
も
肉
汁
も
召
上
ら
ず
浴
室
の
食
事
は
召

上
る
、
小
森
氏
見
え
る
、
中
川
氏
見
え
色
々
珍
し
き
も
の
裁
く
、
方
々
へ
分
配
す
、
谷
垣
先
生
、
津
村
氏

見
え
る
目
に
か
、
る
、
ゐ
蹄

b
後
す
「
食
事
を
乙
し
ら
へ
召
上
る
、
掠
野
氏
、
岡
氏
見
え
る
。

廿
九
日
、
朝

ゐ
目

ゴ
め

に
な

る
な

b
、
ー
昨
夜
は
別

に
ゐ
さ

は

b
な
か
L
Y

し
や
さ
尋
ね
し
に
、
何
さ

二
九



。

も
な
し
さ
申
き
る
、
午
前
中
電
報
に
尽
を
通

3
る
、
山
村
色
々
償
安
き
品
あ

b
y」
て
持
参
す
、
お
目

に
か
け
買
取
る
、
食
後
庭
さ
き
へ
出
ら
る
、
前
川
よ

b
表
具
出
来
て
持
参
す
、
皆
懸
け
て
目
を
通
さ

る
、
自
分
は
朝
の
程
よ

b
少
し
頭
痛
せ
し
が
、
午
後
大
幾
気
分
悪
し
く
誠
に
困
る
、
明
日
は
節
季
の

事
ゆ
ゑ
、
書
出
し
等
調
べ
、
夕
食
す
ま

3
れ
て
後
、
お
気
の
毒
な
れ
ど
休
ま
せ
て
戴
〈
乙
芝
、
す
、
朝

よ

b
食
事
も
取
ら
ず
、
服
薬
の
み
せ
し

、が
一
向
き
、
め
な
し
、
須
原
芝
ふ
み
子
に
頼
み
ゐ
き
て
、
あ

先

に

休

み

た

b
。

品
川
目
、
昨
夜
は
あ
痛
み
な
か

b
し
か
芝
、
自
分
の
つ
ら
さ
も
打
忘
れ
、
そ
れ
の
み
気
に
か
け
居

b

し
に
、
朝
る
目
ゴ
め
に
な

b
て
、
昨
夜
は
大
幾
苦
し
き
う
に
見
え
た

b
、
今
朝
は
如
何
さ
尋
ね
ら
れ

何
さ
も
一
五
ぴ
知
れ
ね
嬉
し
き
さ
悲
し

3
に

胸

迫

b
、
知
ら
ず
識
ら
ず
一
淡
に
咽
ぶ
、
只
有
難
う
さ
一

品一一
同
云
ム
だ
叫
り
が
精
一
ぱ
い
に
て
、
病
中
の
主
人
に
自
分
の
乙
芝
山
市
山
心
配
か
け
、
誠
に
済
ま
ね
事
さ

思
ふ
、
し
か
し
今
朝
は
る
気
分
よ
き
さ
う
に
見
受
け
安
心
す
、
小
切
手
を
書
い
て
戴
く
、
例
の
髭
を

そ
ら
る
、
日
光
浴
を
な
さ
る
、
午
後
績
木
氏
見
え
、
蘭
の
鉢
植
さ
鰹
の
置
物
を
戴
く
、
松
永
先
生
見
え

経
過
大
幾
順
調
な
’
p
y」
申
さ
れ
安
心
す
、
谷
垣
先
生
、
岡
氏
見
え
る
、
あ
湯
に
入
ら
る
、
自
分
も
少
し

気
分
よ
（
な
る
。



五
月
－
目
、
咋
日
は
午
後
雨
な

b
し
が
、
今
朝
は
漸
〈
上

b

3
う
に
見
ゆ
、
夜
前
は
》
胸
も
痛
ま

ず
、
今
朝
早
〈
便
所
に
立
た
れ
七
時
頃
床
を
離
れ
ら
る
、
お
気
分
別
に
幾
’
り
な
し
、
自
分
も
飴
程
一
気

分
よ
く
な
る
、
午
前
中
例
の
遜

b
電
報
に
目
を
通
さ
れ
、
芳
川
氏
へ
の
手
紙
を
書
か
る
、
午
後
も
様

に
て
議
書
せ
ら
る
、
叉
森
様
へ
の
手
紙
書
か
れ
し
慮
へ
中
川
氏
見
え
る
、
暫
く
る
話
に
な
る
、
今
日

は
少
し
用
事
多
く
せ
ら
れ
し
か
ば
、
今
晩
は
如
何
さ
一
人
心
を
痛
h
u

、
便
通
あ

b
、
昨
夜
よ

b
粥
を

少
し
ふ
や
す
、
別
に
さ
は

b
な
し
、
夕
食
後
松
代
氏
見
え
る
、
岡
氏
お
出
下

3
れ

し

が

お

目

に

か

、

ら
れ
ず
、
自
分
だ
け
る
目
、
に
か
、
る
。

こ
目
、
今
日
も
好
き
天
気
な

b
、
夜
前
は
別
段
お
痛
み
な
く
喜
ぶ
、
朝
は
例
の
電
報
に
目
。
ど
遁

3

る
、
髭
を
そ
ら
る
、
南
米
よ

b
横
山
氏
陵
町
朝
せ
ら
れ
、
鶏
鵡
一
刻
戴
く
、
松
永
先
生
見
え
る
、
使
ゐ
目
に

か
け
る
、
別
に
竣

b
な
し
、
桑
田
氏
、
吉
田
氏
、
中
井
氏
来
℃
下
さ
る
、
あ
自
に
か
、
ら
ず
、
夕
方
芳
太
郎

氏
見
え
る
、
谷
垣
先
生
御
越
に
な
る
、
今
日
叉
復
何
か
心
配
事
出
来
し
様
子
に
て
誠
に
お
気
の
毒

に
岡
山
ふ
。

三
目
、
今
朝
岡
氏
に
寄
っ
て
戴
き
御
用
る
願
す
、
九
時
西
先
生
、
松
永
先
生
御
越
下

3
る
、
叉
お
腹

に
薬
つ
け
る
様
申
き
る
、
今
日
浴
室
よ

b

b
粥
一

ツ
学
に
し
て
、
一
度
か
げ
ん
を
見
よ
さ
申

3
る



便
通
む
の

b
、
午
後
は
議
書

の
み
な
さ
る
、
岡
氏
見
え
る
、
お
目
に
か
、
ら
ず
、
今
晩
は
別
に
ど
乙
も
あ

痛
み
な
く
休
ま
る
、
す
み
子
議
わ
き
し
様
子
に
て
薬
を
飲
ま
せ
る
、
自
分
も
休
ま
せ
て
戴
き
し
に

何
か
心
淋
し
く
物
思
は
れ
て
、
う
つ
ら
う
つ
ら
さ
せ
し
折
柄
、
す
み
子
目
を

3
ま

し

気

分

慈

し

き

様
に
見
え
し
が
、
一
時
頃
乳
を
津
山
吐
く
、
暫
く
し
て
気
分
直

b
休
h
u
。

四
日
、
今
朝
は
早
〈
お
日
ま
め
に
な
る
、
別
段
お
気
分
鍵

b
な
き
様
思
ふ
、
例
の
遁

b
電

報

に

目

を
通
さ
れ
、
髭
を
そ
ら
る
、
午
後
家
様
御
越
下

3
る
、
色
々
御
話
あ

b
、
五
時
前
ゐ
錆

b
に
な
る
、
補
瀬

氏
見
え
し
、
が
ゐ
自
に
か
、
ら
ず
、
お
土
産
を
戴
く
夕
食
後
谷
垣
先
生
見
え
る
、
岡
氏
・
来
て
下
さ
る

ゐ
自
に
か

L

ら
ず
、
後
藤
氏
、
丈
之
助
氏
見
え
る
、
十
時
頃
少
し
胸
痛
ま
れ
し
が
、
大
し
た
事
も
な
く

て

済

む
。

五
日
、
好
き
天
気
に
て
ゐ
気
分
も
幾

b
－
な
き
様
見
ゆ
、
自
分
は
夜
中
よ

b
何

さ

な

く

気

分

悪

し

く
物
憂
し
、
便
通
あ

b
、
浴
室
且
は

魚

好

ま

ず

さ

申

3
れ
て
召
上
ら
ず
、
刀
A

b
胸

っ

か

え

し

に

は

あ

ら

ず
や
三
一
人
心
配
す
、
午
後
芳
川
氏
御
越
に
な
L

夕
、
か
ね
て
ゐ
願
し
あ

b
し
御
老
人
の
書
の
「
メ
ク

η
ノ
」
を
御
持
参
下
さ
る
、
松
永
先
生
見
え
る
、
後
へ
津
村
氏
御
出
に
な
る
、
暫
く
る
話
な

3
る
、
一
度
庭

さ
き
仇
岳
山
同

に
な

’P
て
は
－

b
動
ず
、
水
打
ち
松
葉
等
取
7
9
て
る
目
。
ど
慰

U
、
夕
食
も
疑
39
な
f
ヘ



済
む
、
岡
剛
氏
御
出
下
・

3
る
、
あ
目
に
か
、
ら
ず
、
別
段
ゐ
痛
み
な
〈
休
ま
る
、
此
節
は
時
々
少
し
く
痛

む
乙
さ
あ
れ
ど
あ
気
分
は
飴
程
よ
き
様
見
ゆ
、
大
儀

3
う
に
な
さ
る
事
も
飴
程
少
く
、
大
分
快
方

に
・向

は

れ

っ

、

ぁ

b
y」
自
分
は
喜
ぶ
。

六
日
朝
よ

b
ゐ
気
分
よ
ろ
し
き
様
に
て
、
庭
へ
出
ら
る
、
十
時
頃
上
海
の
多
賀
氏
見
え
、
暫
く
る

認
に
な
る
、
播
新

3
ん
見
え
、
暫
く
る
待
を
願
う
て
お
目
に
か
、
ら
る
、
午
後
文
之
助
氏
見
え
る
、
タ

食
は
大
幾
ゐ
い
し
く
召
上
る
、
浴

室

自

分

が

殺

し

た

る

蜂

を

其

億

置

き

た

b
し
に
、
一
寸

3
は
ら

れ
し
は
づ
み
に
指
を

3
、
れ
給
ぴ
て
誠
に
ゐ
気
の
毒
に
思
ム
、
（今
日
午
前
中
便
通
あ

b
、
髭
を
そ

ら
る
、
御
本
家
よ

b
ゐ
花
を
戴
く
）お
湯
を
召

3
れ
、
十
時
頃
休
ま
れ
し
に
、
ゐ
胸
痛
み
し
錦
薬
を
は

る
、
暫
く
し
て
お
休
み
に
な
る
、
自
分
は
少
し
も
ね
む
れ
ず
、
床
の
中
に
て
気
を
つ
け
居
る
。

七
日
、
今
日
は
雨
天
に
て
欝
陶
し
、
朝
は
お
気
分
鑓

b
な
し
、
電
報
御
覧
に
な
る
、
髭
を
そ
ら
る
、
ハ

ル
ピ
ン
の
横
田
氏
ゐ
出
に
な
L
y
b
自
に
か
、
る
、
午
後
便
通
あ

b
、
や
は

b
限
あ
れ
ば
卦
一
目
見
の
み

な

3
る
、
四
時
過
柳
田
様
御
出
下

3
れ
、
六
時
過
迄
御
用
談
あ

b
、
東
京
の
北
村
丈
五
郎
氏
見
え
、
自

分
、
だ
け
あ
自
に
か
、

b
御
躍
申
す
、
ゐ
主
産
頂
戴
す
、
夕
食
後
ゐ
湯
を
召

3
る
、
岡
氏
来
て
下
コ
る

ゐ
自
に
か
・
、
、
ら
ず
、
使
遁
叉
あ

b
。



四

九
日
、
今
朝
早
ぐ
ゐ
目
ま
め
に
な

b
、
夜
中
少
し
胸
痛
み
し
が
大
し
た
事
な
く
、
自
分
を
起

3

5

b
し
さ
申
さ
る
、
誠
に
済
ま
ね
マ
」
思
ふ
、
早
〈
に
便
通
あ

b
、
朝
の
食
事
ゐ
一
待
に
な
る
、
食
後
電
報
御

覧
に
な
る
、
谷
垣
校
長
見
え
る
、
加
藤
氏
来
て
戴
く
、
自
分
、
だ
け
ゐ
目
に
か

、
る
、
カ
ス
テ
イ
ラ
を
戴

く
、
午
後
建
石
氏
、
後
藤
氏
見
え
る
諸
に
な
る
、
松
永
先

生

来

〈

下

さ

る

今

日

は

鰯

の

よ

き

も

の

あ

b
召
上
る
、
大
縫
お
い
し
い
さ
申

3
る
、
十
時
頃
ゐ
胸
痛
む
心
地
せ
ら
れ
し
か
ば
薬
を
塗
る

U

十
日
、
今
朝
は
別
段

ゐ

気

分

滋

b
な
し
、
岡
氏
に
寄
っ
て
戴
く
、
粥

一
ツ
宇
召
上
る
、
鶴
鵡
を
御
本

家
へ
差
上
皮
旨
岡
氏
に
あ
間
以
せ
し
に
、
す
ャ
取

b
に

よ

こ

し

て

下

3
る
、
九
一
を
呼
び
散
髪
せ
ら

る
、
午
後
お
店
よ

b
手
形
。
ど
御
持
参
に
な

b
、
そ
れ
に
一

々
ゐ
名
前
書
入
れ
ら
る
、
後
は
読
書
の
み

な

3
る
、
自
分
は
今
日
も
亦
何
さ
な
く
心
地
あ
し
く
、
食
事
進
ま
ず
気
力
な
く
戚
ず
、
併
し
十
分
注

意
し
て
、
主
人
に
封
し
て
不
都
合
な
き
様
心
か
け
居
る
、
午
後
西
洋
間
に
て

御
本
を
調
べ
ら
る
、
二

階

の

本

箱

よ

b
本

を

出

し

来

b
て

お

自

に

か

け

た

b
、
丁
度
谷
沼
一絞
長
見
え
し
、
が
、
御
鏑

b
後

叉

御

本

に

目

を

通

3
る
、
入
用
だ
け
奥
へ
持
行
く
、
今
日
少
し
づ
、
二
回
便
通
あ

b
夕

食

も

大

幾

ゐ

い
し
〈
召
上
る
、
岡
氏
御
用
、
ゐ

b
て
あ
出
に
な
る
、
伎
の
人
電
報
さ
手
紙
を
持
来
る
、
夜
分
そ
れ
に

月
ロ－

E
碕
氾

3

40
、
島

氾
m
V
M
刀ロ
3
4
0
、今
’山
院

は

附

例

t
u
w納
ま
ず
ノ
仕
m
t
b
。



十
一
日
、
今
日
も
別
段
お
気
分
媛

b
な
し
、
新
聞
電
報
に
目
を
遁
さ
る
、
丁
度
九
時
過
西
先
生
、
松

永

先

生

街

越

下

3
る
、
別
に
容
般
に
鍵

b
な
し
、
食
事
も
ゆ
る
ゆ
る
ふ
や
す
様
申

3
れ
御
信
仰

b
に

な
る
、
重
永
氏
御
越
下

3
る
、
午
後
庭

3
き
へ
出
ら
れ
書
見
の
み
せ
ら
る
、
大
幾
ゐ
な
か
が
昼

く
さ

申

3
れ
、
五
時
宇
に
夕
食
差
上
る
と
芝
、
す
、
御
自
分
は
む
な
か
空
く
さ
申
ヨ
れ
、臨
問
者
は
多
く
食

べ
て
は
な
ら
ね
ミ
言
は
る
、
差
上
た
き
は
山
々
な
れ
ど
、
其
だ
め
後
戻

b
し
て
は
大
幾
さ
、
差
上
た

き
物
も
得
差
上
ず
、
誠
に
心
な
ら
ず
日
々
を
、
過
ご
す
、
よ
さ
便
通
二
回
、
自
分
も
気
分
少
し
思
し
く

休

ま

せ

て

戴

〈

。

十
二
日
、
朝

早

く

ゐ

目

ゴ

め

に

な

b
、
昨
夜
は
大
幾
ら
く
な

b
し
さ
申
さ
れ
、
誠
に
嬉
し
く
思
ふ

便

通

あ

b
、
少
し
下
痢
せ
ら
る
、
江
州
よ

b
磯
港
氏
久
々
に
て
来
一
脚
せ
ら
れ
、
四
方
山
の
認
に
花
咲

き
あ

世一旦

泊

ま

で

居

ら

れ
、
山
口
へ
蹄
ら
る
、
廿
四
年
ぶ

b
の
合
見
さ
て
、
色
々
話
に
買
が
入

b
、
お
互

に
子
供
小
コ
け
れ
ば
、
ま
、
だ
ま
だ
長
生
せ
ね
ば
な
ら
ね
さ
申
コ
れ
大
笑
す
、
丈
之
助
氏
、
津
村

氏

見

え

る
、
大
阪
の
岡
田
氏
来
る
、省
く
待
っ
て
裁
き
夕
人
民
を
差
上
ぐ
、
主
人

も

夕

食

後

奥

に

て

ゐ

目

に

か
＼
ら
る
、
珍
し
き
桶
持
参
せ
ら
れ
、
床
に
か
け
て
目

を

通

コ

る
、
蹄
ら
れ
て
間
も
な
く
谷
踊
一校
．
長

見
え
る
、
後
へ
後
へ
と
来
客
あ

b
、
今
晩
の
あ
気
分
を
一
人
あ
案
じ
申
す
、
今
日
は
朝
の
電
報
も
大

玉．



一一ムハ

鑓

浮

山

あ

b
て

少

し

御

無

理

な

b
し
か
さ
思
ふ
、
あ
湯
に
は
い
ら
る
、
夜
便
通
あ

b
、
別
段
ゐ
痛
み

な

く

休

ま

る
。

十
三
日
、
朝
早
く
便
所
に
立
た
れ
、
其
後
ゐ
目
、
ぎ
め
に
な

b
、
あ
な
か
が
窓
く
さ
申

3
る
、
夜
も
あ

痛
み
な
く
、
大
幾
あ
気
分
よ
く
、
自
分
も
嬉
し
く
思
ふ
、
昨
日
岡
田
氏
持
参
の
針
山
の
幅
買
求
め
ら

る
、
電
報
及
び
新
聞
に
目
。
ど
活
き
る
、
髭
を
そ
ら
る
、
少
し
あ
な
か
の
具
合
悪
し
き
様
見
受
け
る
、
昨

夜
芳
川
氏
に
託
し
て
、
横
演
の
北
村
氏
よ

b
ワ
エ
フ
ア
ス
を
戴
く
、
大
縫
喜
ば
れ
て
北
村
氏
、
芳
川

氏

に

御

耀

状

差

出
コ
る
、
便
通
少
し
あ

b
、
食
後
暫
く
休
ま
る
、
三
時
頃
寺
崎
氏
見
え
ゐ
話
せ
ら
る

松
永
先
生
見
え
、
明
日
来
て
戴
く
様
忘
願
し
て
飾
っ
て
戴
く
、
四
時
頃
よ

b
兵

庫

ヘ

カ

ン

カ

ン

を

見

に

行

く

様

申

3
れ
し
慮
へ
、
大
阪
池
田
の
老
母
見
え
、
五
時
頃
蹄
ら
る
、
す
ぐ
夕
食
差
上
げ
、
今
の

間

比

一
寸
兵
庫
へ
行
き
ま
す
ご
申
せ
し
に
、
選
き
故
明
日
に
せ
よ
さ
申

3
れ
見
合
す
、
病
気
次
第

に
快
方
に
向
ぴ
、
松
永
先
生
時
々
カ
ン
カ
ン
に
て
重
量

を

は

か

る

様

御

話

あ

b
、
御
自
分
の
匁
丸

子

供

に

も
時
々
用
ひ
た
ら
ば
宜
し
か
る
べ
し
さ
て
、
カ
ン
カ
ン
を
頁
ふ
乙
芝
、
す
、
今
日
は
別
段

あ
痛
み

な

〈
休
ま
る
、
谷
店
一先

生

見

え

る
。

十
回
目
、
朝
早
〈
岳
目
ゴ
め
に
な
る
、
朝
の
食
事
も
機
嫌
よ
〈
済
ま

3
れ
、
例
の
新
聞
電
報

に
目



を
泡

3
る
、
九
時
半
牛
乳
を
召
上
る
、
大
幾
今
日
は
味
よ
き
ゃ
う
・
申

3
れ
喜
ぶ
、
十
時
肉
汁
を
差
上

る
、
後
カ
ン
力
ン
屋
へ
行
く
や
う
申
さ
れ
し
故
、
暫
〈
あ
気
を
つ
け
て
居
て
下

3
れ
さ
申
し
て
、
車

に
て
大
急
ぎ
に
℃
行
〈
、
丁
度
十
一
時
宅
へ
蹄
る
、
採
に
て
議
書
し
居
ら
る
、
只
今
ご
申
し
、
色
々
見

本
ゐ
目
に
か
け
、
あ
れ
か
こ
れ
か
さ
お
誌
に
な

b
し
が
、
俄
に
少
し
お
な
か
の
具
合
悪
し
さ
申

3

れ
内
に
入
ら
る
、
床
の
上
に
座
ら
れ
し
伎
に
て
、
横
に
な
る
と
さ
出
来
ず
、
次
第
に
ゐ
痛
み
は
げ
し

き
様
見
受
く
、
篤
き
て
・
松
永
先
生
を
電
話
に
て
お
呼
び
申
し
診
察
を
乞
ふ
、
此
痛
み
は
ガ
ス
、
が
腸
・

に
だ

ま

b
し

翁

な
れ
ば
、
、
ガ
ス

を

取

ら
ね

ば

な

ら

ね

さ

申

3
れ
、
色
々
手
静岡

し
て
戴
き
し
も
、
な
か

な

か

痛

み

去

ら

ず

、盆

々
痛

ま

れ

る

苦

し

み

に

な
れ
ど
、
如
何
ご
も
手
の
つ
け
援
な
く
、
只
側
に
あ

b
て

る
苦

し

3
も

一
入

な

ら

ん

ご

一

人

心

を

あ

せ

る

の
み
、
三
時

頃

西

先

生

見

え

診

察

せ

ら

れ

し
が
、
や
は

b
同
様
の
見
立
て
に
て
、
其
中
や
、
？
漏
み
も
お
ヨ
ま

b
し
援
に
見
受
く
、
し
か
し
か
ら

だ

を

勤

し

く

は

な

ら

ぬ

さ

申

3
れ
、
床
の
上
に
座
ら
れ
し
俸
に
て
、
誠
に
あ
気
の
毒
に
思
ふ
、
度
々

カ

ン

フ

ル

注

射

を

受

け

ら

る、
五

時

頃

松

永

先

生

婦

ら

る
、
痛
み
は
し
ば
し
む
ら
く
の
様
な
れ
ど

ゐ

か

ら

だ

は

お

疲

れ

の

様

見

受
け
、
自
分
は
只

気

を

あ

せ
る
の
み
、
午
後
九
時
頃
叉
松
永
先
生
見

え
診
察
せ
ら
れ
、
多

分

明

日

に

な

れ

ば

徐

程

る

ら

く

に

な

る
さ
申
さ
れ
御
蹄
’
り
に
な
る
、
自
分
は

ー七



ニ
入

以
前
西
先
生
、
松
永
先
生
け
い
、
腹
肢
に
あ
ら
ず
や
さ
度
々
ゐ
等
ね
せ
し
が
、別

状

な

き

様

申

3
れ
し

故
、
明
日
に
な
れ
ば
先
生
の
仰
せ
の
活

b
飴
程
与
ら
く
に
な
る
乙
さ
、
の
み
閉
山
ひ
て
、
夜
返
し
ゐ

側
に
て
お
世
話
申
す
、
二
時
間
毎
に
薬
を

差

上
げ
、
其
間
水
を
召
上
る
、
少
し
も
ゐ
休
み
な
く
朝
迄

J

半
棒
な
さ
る
、
別
段
ゐ
苦
し
み
は
な
け
れ
ど
大
幾
お

m
m
b
の
様
岡
山
ふ

d

十
五
日
、
朝
八
時
半
松
永
先
生
見
え
診
察
の
結
果
少
し
く
案
じ
ら
れ
る
容
鐙
ご
申
き
る
、
唯
自

分

は

如

何

に

な

b
行
く
乙
さ
か
さ
案
じ
る
の
み
、
九
時
四
先
生
見
え
診
察
せ
ら
れ
し
が
、
大
分
容

陛
悪
し
き
様
子
に
て
、
食
r腹

水

の

注

射

を

す

る

様

申

3
れ
、
松
永
先
生
器
具
を
取

b
に
行
か
る
、
其

間
丈
之
助
氏
一
に
頼
み
て
’
現
類
へ
電
報
打
っ
て
裁
く
、
金
子
様
へ
電
話
か
け
し
、
が
、
ゐ
留
守
に
て
柳

田
様
、
森
援
す
ぐ
来
て
戴
く
、
容
胞
は
も
、
追
々
慈
し
き
様
見
え
、
自
分
の
心
痛
さ
て
も
筆
紙
に
は
悉
せ

ず
、
其
後
大
し
た
あ
痛
み
は
な
け
れ
ど
も
、
次
第
に
お
弱

b
に
な
る
様
思
ひ
て
、
自
分
は
し
か
ご
あ

か
ら
、
だ
を
お
抱
へ
申
す
、
色
々
言
葉
か
け
れ
ば
、
お
耳
に
は
入
る
や
う
な
れ
ど
、
別
段
何
も
申
さ
れ

ず
、
食
盛
注
射
の
終
る
か
終
ら
ね
頃
に
、
む
顔
色
，
次
第
に
悪
し
く
な

b
、
息
遣
ひ
も
大
滋
元
気
な
く

な

b
し
か
ば
、
先
生
に

御
注
意
申
せ
し
、
が
、
其
内
早
呼
吸
縫

b
米

b
、
先
生
は
も
う
だ
め
で
す
、
あ
気

の
毒
な
れ
ど
致
し
方
な
し
さ
申

3
る
、私

に
抱
か
れ
子
を
固
〈
握
ら
る
、
私
も
困
〈
握

b
、
返
せ
し




